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今月のょっぱホーム
月は台風のために、入居者が通っている「しもだ jが休みにな

遠、日中もグループホームで過ごすことになった日もありま

に伴って、日中の支援が緊急に必要となり、在援協の地域活

対応する事にしました。

事業は、グループホームの日常生活の中で緊急事態が生じ、

維持することが困難となった場合に援助者の派遣又は運営基

助成し、グループホームで生活する障害者の安全確保と生活

ことを目的としています。

風当日 l土、事前;こ援助者登録をして頂いた方 iこ連絡をして来

の代わりに日中の支援をお願いすることが出来支した ο

後も入居者の傷病、職員の傷病、地震や火災、不測の事態な

ホームの生活をしていく」ご、色々な緊急事態があると予想さ

などは必要あり三せんので、是非とも、大勢の方に登録をし

思います J

者に i士、緊急事態、が生じた場合、こちらから連絡をします J

かどうかは、その時のご自身の都合で構いません ο

登録者で緊急時に来てくださった方には在援協から 1回 7
費が支払われます。

録してくださる方は、専用の申込書がありますので、ょっぱ

5-591-7040) まで連絡をお願いしま寸 J
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この話/-いぶりに友だちの家に話しに行きました。

ちょうどお客様がぎていて私たちと告で 緒にお話しをしまし

久しぶりiごお話レがはずんで時間のだっのち忘れていました、

お客様!d_障害者で筋ジストロフ Tーの人です。

高校を卒業したあと英語の専門学校に行って、 今iヨアメリ刀の
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2ヶ月ば》り過ぎてしまったのでしょうかつ台風ばかり訪れますJ 普通は9月が台

風の季節と思っておりましたの巳

私は台風が近ついとくると、気持ちが悪くなります。気持ちが悪いと言ってもも
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何寸るのもしやでたまりません勺台風が過ぎてしまうまで休むに限りますー

どした号するのではないのです。
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